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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種締切：7/5　疾患別診療計画書（サインをもらい、アップデートまで）
・千葉学園高等学校 看護学生が青陽館にて、7月3日（水）実習予定。

・職員旅行　日帰り（子連れ）日程・旅行地について

⇒日時：7月25日（木）

旅行先：岩手（奥中山高原）方面

・来月のカンファレンス日程表を掲示しました。各自確認してください。
・防災委員会より：8月23日（金）に避難訓練実施予定。
・ストレスチェック実施の案内来ていました。

実施期間：2019年7月1日(月)　～　2019年8月31日(土)
対象者：2019年5月31日時点で就業している職員

質問数  ：57問（所要時間およそ5分）

実施方法：Webにて実施

＜ショートケアの開始について＞

⇒東北厚生局より連絡あり。6/30付けでのナイトケアの辞退届が受理された。また、7/1付けでのショートケアの新規申請届が受理された。今後、ショートケアの開始に向けて、準備作業を行っていく。

⇒記録書式について：電子カルテ上の記録記載は7/1から利用開始が出来るように整備済み。電子カルテ上の記録記載はデイケア及びデイナイトケアと同じ方式。指示箋は7/1以降で登録予定者の指示箋の作成行う。日誌の書式は菅原AOMが作成予定。疾患別診療計画書の作成は必要なし。
⇒利用時間について：デイケア実施時間である6時間の内の3時間の利用が条件。利用時間を定める必要なし。
＜研修案内＞

・看護グループ内研修

日時:7月10日（水）17：15～

 場所：2階　会議室

テーマ：心電計の使用方法

 講師：佐藤　志穂
・特別法人研修
日時：7月11日（火）17:15～18：30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

テーマ：｢嚥下リハサポート研修～誤嚥性肺炎対策について呼吸リハとの関係～」

講師：田中　一正　Ｄｒ（昭和大学　特任教授）

仲保　徹　（昭和大学保健医療学部　理学療法学科　准教授）

三橋　幸聖　（昭和大学保健医療学部　作業療法学科　講師）

八戸ビデオ研修：7月19日（金）：17：15～

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

＜利用者様情報＞

デイケア
・駒木　洋士様～姉様より気分が上がっている様子があるとの事で、本日早めの主治医面談となる。楽しい感じはするとの事だが、他に思い当たることはないと言う。他利用者様との会話中はやや口数が多い様子だが、話の切り上げは出来ている。
・佐々木理佳様～今週月曜日より一般就労開始となり、状況確認の為電話をしている。有名人が自分の子供を育てており、会いたいという思いが強まり、1日は仕事をしたが以後は休んでいると言う。以前も同様の話があった際は現実検討にて、事実ではないと話していた事を再度伝えると「病気じゃない。本当なの。」と返答している。服薬は出来ているとの事で忘れずに服用するように伝え、仕事が休みの火曜日の利用を勧めるが、暫く休みたいと言い応じることはない。利用はしなくても、何かあった際は電話で相談して欲しいことを伝え、終話している。
・夏堀　麗沙様～今週火曜日に就労施設の体験利用をしたが、施設職員から仕事ぶりをみて週2～3回仕事ができるのではないかと言われた。主治医面談で相談した際デイケアの利用日を減らしても良いと話していたとの事で、デイケア利用日の水曜日は仕事に行きたいと思っているとの事。木曜日も仕事にしたいが、訪問看護日のため、そちらとも相談しなければならないと話す。7/2（火）にサービス担当者会議があるとの事で、その時にデイケアと仕事の利用日の調整なども行われるため、自分の考えを話してみるよう伝えている。
・中村与一郎様～数日前から胃痛があり、先日ひかり内科を受診し胃カメラ検査をする事になったとの事。本日は胃痛はないものの、グループホーム世話人と話し合い、念のため胃カメラ検査をする事にしたと言う。
デイナイトケア

・小野寺ノリ様～余暇時間中、5分程度廊下をうろうろしており、落ち着きない様子。声掛けすると、失禁したとのことで、下衣交換している。自分から訴えることはない様子。交換後は、落ち着いた様子で、着席してテレビ観賞をしたり、塗り絵に取り組んでいる。
・奥山以依子様～青風荘より情報提供があり、耳の聞こえ辛さ、違和感を訴えている。「耳が聞こえなくて‥」「左耳が痛い」と話していたとのこと。また意味不明な発言や、気分高揚さが見受けられていたとの事。今朝は、5時に起床し、「火災報知器がなったから、困っている人がいたら助けなければ・・」と妄想様の発言が聞かれている。来所後も「目覚まし時計が5時10分になって、その後に実際火災報知器がなって、止ってを3回繰り返したんです」「みんなは起きてきませんでしたけれど」と火災報知器についての発言が継続して聞かれている。耳に関しては、「耳の聞こえが悪いのではなく、会話していた相手が何を言っているのか意味が分からなかった」と話している。
・古川　富蔵様～5/31高橋皮膚科を受診し、左足下腿の腫脹は蜂窩織炎と診断を受けている。その後患部は改善してきていたが、昨日左下腿について「腫れてきた」「寝ていないとダメかな」と話している。確認すると若干の腫れが見られており、体温測定を実施すると、36.1℃であったとのこと。今後、熱っぽいときは教えて欲しいことを伝えていたと申し送りがある。本日は、不調の訴えはなく運動プログラムに参加している。
ナイトケア

特記事項なし
＜外来患者様情報＞
・関　秀治様～まあまあです、と。甘酒（ジュース）を少しのんだ、おいしかった、と話す。処方継続。
・中村　与一郎様～胃の痛みがあり来週他院で検査予定。仕事は順調。食事や睡眠とれている。処方継続。
・駒木　洋士様～テンションが上がっているのではないか、と姉が心配して早めの受診。本人も楽しい感じがしている、と自覚あり。誇大感はないようだ。診察時もやや笑顔が多い程度。話しのまとまりもある。食事や睡眠も問題ないという。ゾテピンを追加し様子をみる。
・小笠原　キワ様～自力歩行。1週間くらい体調が悪かったと話すが、今は体調は問題ないという。食事や睡眠はとれている。息子が住んでいる新郷の家に、退去を警告するような内容の文書が届いたと本人は話す。文書を確認できていないため詳細な内容は不明だが、理由は他利用者との不適応のようだ。患者本人は、自分の話をスタッフは信じてくれない、他の利用者のいうことは鵜のみにする、などといった話し方をする。スタッフが同席していないため実際のところは不明。デイケアではそういった被害的な言動はない。処方継続する。
・松倉　健一様～著変なし。デイケアは休まずに行っていると話す。薬もしっかり内服できているようだ。

・夏堀 麗紗様～報告にあったように、今後「三本の木」での就労していく事を考えている。本人はこれまで体験利用をしていて、内容的には一つのことに集中していればよい内容が多いので自分には合っていると感じている。今後、正式に就労していこうと考えているが、1日4時間で週2日で始めていく事とする。デイケアは週2回(月・金曜）に減らしていくことになる。最近の気分面での調子は、「ネガティブな事ばかり考えてしまってうつ的になってしまって」と話している。これから、仕事をしていく中で自信がついてくるものと思われる。貧血症状のふらつきが生じることが多くなってきたという。今回より鉄剤を使用していく。

